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本稿の目的は 地方卸売市場卸売会社の経営破綻と再建の課題を考察することである 事例として北
見市公設地方卸売市場の卸売会社を対象にした 地方卸売市場は 地場産の青果物や水産物の出荷先として
また地域の中小ス パ や小売店への供給先として欠かせない存在である 北見市公設地方卸売市場は 網
走管内の拠点となる地方卸売市場であるが 年に卸売会社が経営破綻に追い込まれる 卸売会社の経営
破綻という事態から一時は市場存続も危ぶまれたが その後新会社設立で卸売業務は引き継がれている 北
見市公設地方卸売市場の再建は 卸売業務を堅持できたというだけではなく 雇用情勢が厳しい中 従業員
もほぼ以前のまま引き続き雇用されている点において意義がある しかし 取引高が以前の水準に十分に回
復しておらず また転送依存率が高い等の問題点も抱えている これらの課題に対処し 地域の生鮮食品の
安定供給に寄与していくことが重要である
経営破綻 再建 流通再編 地方卸売市場 生鮮食品
地方都市に進出した量販店は独自の物流センタ からの
仕入れを増やし 地元の地方卸売市場離れが進んでおり
バブル経済崩壊後 日本経済は不況からなかなか脱却で 地方都市市場では統廃合に追い込まれるケ スが多い ま
きない状態が長く続いたが 卸売市場の取扱高もこの影響 た 地方拠点都市および周辺の市町村では人口減少が続い
を受け長期減少傾向となり また卸売市場経由率も低下が ており これも地方卸売市場取引高の減少の要因となって
続いた 年に大規模小売店舗法が廃止され 年に いる 地方卸売市場が経営破綻を来した場合 地域の卸売
は卸売市場法の大幅な改正が実施された これらの流通規 機能が喪失してしまい 地元の小売店等は遠隔地の卸売市
制緩和により流通再編が進行した 場に依存しなければならなくなる
卸売市場は中央卸売市場と地方卸売市場に分けられる 地方卸売市場を対象とした先行研究としては 澤田
が 中央卸売市場は開設者が地方公共団体ですべて公設で 藤田 堀田 等の研究が挙げら
あるのに対し 地方卸売市場は公設が少なく民営市場が大 れる 澤田と藤田は共に大阪府下の地方卸売市場を対象
半を占める 地方卸売市場と一口にいっても 取扱高が年 に 澤田は野菜の集荷構造の変化と地場流通の後退につい
間数億円という零細な経営規模から中央卸売市場と遜色の て 藤田は買受人を対象とした分荷構造を分析している
ない経営規模まで市場規模格差が大きい しかし 地方卸 また 道内地方卸売市場を対象とした研究としては 坂
売市場の多くは 零細規模で経営基盤も脆弱であるので統 爪 杉村 等の研究が挙げられる
廃合を進めていかなければならない 坂爪は旭川市の地方卸売市場を対象に産地市場化の進展
一方 地方都市の拠点となる地方卸売市場は生鮮食品の と地元青果連との関係 対抗 補完 について 杉村はオ
安定供給の観点からも重要である これらの地方卸売市場 ホ ツク圏の地方卸売市場の機能と役割について分析して
は中央卸売市場を補完する機能があり また中央卸売市場 いる これらの研究により地方卸売市場の集 分荷構造や
がない地域においては 地方卸売市場が卸売業務を担わな 取引状況等が大分明らかにされてきたが 地方卸売市場卸
ければならい 売会社の経営破綻を対象とした研究は見られない
卸売市場法の改正により中央卸売市場でも取扱高の減少 北見市公設地方卸売市場 の分荷範囲は 網走管内全域
した市場等では 地方卸売市場への移行が進められてい に及ぶ 北海道内の一地域とはいえ 網走管内の人口は約
る さらに 年度からは中央卸売市場の卸売手数料の 万人であるが 総面積 は新潟県とほぼ同じ
自由化も施行され 卸売市場間の競争は激化していくこと 広さを有する 北見市公設地方卸売市場は 網走管内の拠
が予想される 点市場として生鮮食品の供給に大きな役割をはたしてきた
菊 地 哲 夫
論 文
要約
キ ワ ド
は じ め に
北見市公設地方卸売市場の卸売会社を対象として
地方卸売市場卸売会社の
経営破綻と再建の課題
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資料 卸売市場デ タ集 農水省より作成
註 水産物卸売市場は消費地市場のもので 産地市場は除外している
菊地
地方卸売市場の取扱額と 市場当り取扱額の推移
が 年に経営破綻に追い込まれた しかし その後経 扱高は青果物卸売市場で 億円 水産物卸売市場で
営は他の卸売会社に引き継がれ 取扱い状況は回復の方向 億円とその差は歴然としている 年間取扱額が 億円未満
に向かっている の地方卸売市場が 割近く を占めている 中央卸
ここでは北見市公設地方卸売市場の卸売会社が経営破綻 売市場との格差を縮小していくためには これら零細な地
に至った過程を説明するとともに 地方卸売市場再建の課 方卸売市場の統廃合を進め市場規模の大型化をはかる必要
題について検討を加えていきたい がある さらに 地域の中核となる地方卸売市場を整備し
ていくことが重要となる
年の卸売市場法の改正により 中央卸売市場にあっ
中央卸売市場は 大都市および地方の中核都市 万人 ても取扱数量等が基準数量を満たしていない卸売市場は
以上の人口を有する市 主に県庁所在地 に開設されてい 中央卸売市場から地方卸売市場への転換を図る こと等が
る卸売市場である これに対し 地方卸売市場は 地方中 決められた このため 道内では釧路市中央卸売市場
小都市にあって 卸売場の面積が一定規模 青果 年 神奈川では藤沢市中央卸売市場 年 等全国 の
水産 食肉 以上のものについて 都道府県 中央卸売市場が 年までに地方卸売市場へ転換するこ
知事の認可を受けて開設される卸売市場である とが決まっている
地方卸売市場は 取扱い品目 青果物 水産物 食肉
花き が複数か否かで総合市場 専門市場に分けられる
中央卸売市場は 開設者が地方公共団体 公設 であるが
地方卸売市場の場合は 地方公共団体の他 株式会社 農 北見市公設地方卸売市場は 年農林水産省の生鮮食
協 漁協と開設者の形態が多様である 料品等近代化推進助成事業によるモデル市場の指定を受
全国の地方卸売市場数は 年には 市場 卸売業 け 翌年の 年に北見市が開設主体となり民営卸売市
者 を数えたが その後統廃合を繰り返し 市場数 卸売 場から公設卸売市場に移行した この時 市内の つの卸
業者数共に減少していった 年には 市場 青果 売会社 北見魚菜卸売市場 株 と 株 北見青果卸売市場
水産物 消費地 産地 食肉 花き 年 株 北市北見総合食品卸売市場に改称 が入場
卸売業者数は となった 開設者別に見ると民営市場 しスタ トした
が と圧倒的に多く 公設市場は を数えるのみで その後 分荷圏の拡大 取扱数量の増大 市場施設の狭
残りが第三セクタ の運営による 隘性 老朽化を解消するために 年から翌 年にかけ
図 は地方卸売市場の取扱額と 市場当り取扱額の推移 て近代的拠点市場としての改善整備を実施した 年代は
を示したものである 青果物 水産物卸売市場共に 年 特に水産物取扱高の伸びが著しく 年 億円から 年
をピ クに減少の一途をたどり 年には青果物卸売市 には 億円と飛躍的に増大を示す時期である 年には
場で 兆 千 億円 水産物卸売市場で 千 億円と 青果物 水産物を合わせた総取扱額が 億円と 億円
それぞれピ ク時の 割減となっている を突破する 取扱数量の拡大と需要の多様化による品目数
市場当り取扱額を見ると 青果物卸売市場は 年ま の増大に伴い市場施設の整備も行われた 年には加工
で 億から 億のラインで推移していたが 年以降は 施設 バナナ熟成施設 の全面的な整備が行われ 年
億円台の水準となっている 水産物卸売市場は 年代 に水産冷蔵庫の建設がされ さらに 年には倉庫施設
以降一貫して減少を示し 年で 億円となっている を改築し 新たに花き部を新設した
中央卸売市場の取扱額もバブル経済の終焉する 年頃 年には 株 北市北見総合食品卸売市場の廃業によ
より同様に減少傾向を示しているが 同年の 市場当り取 り 卸売会社 社 北見魚菜卸売市場 株 体制に移行し
図
北見市公設地方卸売市場の概要
地方卸売市場の現状
北見市公設地方卸売市場の現状と取扱高
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資料 北見市公設地方卸売市場年報 北見市より作成
資料 図 に同じ
地方卸売市場卸売会社の経営破綻と再建の課題
北見市公設地方卸売市場取扱高の推移
北見市公設地方卸売市場青果物の取扱数量と消費量の推移
た 同年 留辺蘂地方卸売市場を分場として業務を開始す
る バブル経済の絶頂期の 年 青果物 水産物共に開 北見魚菜卸売市場の経営破綻は 地元のみならず流通圏
場以来の伸びを示し 総取扱高は 億円に達する しか が網走管内全域に及ぶために当時マスコミでも大きく取り
し これをピ クにその後は停滞傾向をたどる 上げられた 経営破綻の直接的な要因は 密接な関係に
図 は 北見市公設地方卸売市場取扱高の推移を示した あった水産加工業 社の倒産であるが 以前より決算数
ものである 取扱数量 金額共に野菜は増加 減少を数年 値の不透明さや同社との不明瞭な取引が指摘されていた
単位で繰り返し 果実は長期減少傾向を 水産物は 年 社長以下当時の経営陣の責任は免れないが 監督者として
に半減し 青果物 水産物もこの年を境に大きく減少する 市職員が配置されていたにもかかわらず 不正を見逃して
年度には 物流体制を強化するために配送センタ きた したがって 開設者としての北見市の管理体制にも
を建設するが 翌年 年 得意先の水産加工業 社の その一端がある
経営が悪化 同社との約 億円を超える取引と簿外債務 従業員も正社員 パ ト合わせて約 名おり 雇用者
が影響し 北見魚菜卸売市場は 月に釧路地裁北見支部へ 対策も大きな課題となった 経営破綻から 新会社設立ま
民事再生法を申請し受理され 事実上経営破綻した 負債 での経緯は次のとおりである
総額は約 億円にのぼった 年に青果物 水産物共 年
に大きく減少を示すのはこのためである 月 日 水産加工業 社 自己破産申請
図 は 北見市公設地方卸売市場青果物の取扱数量と消 月 日 北見魚菜卸売市場経営破綻 釧路地裁北見支
費量の推移を示したものである 北見市公設地方卸売市場 部へ民事再生法を申請
の青果物の取扱量は 市内での消費量を上回って推移して 月 日 取引先 水産会社自己破産申請 負債額
いるが その数量は 年の卸売会社経営破綻を境に 億 千万円
低下傾向を示している とりわけ 果実は取扱量と消費量 月 日 北見市長 旭一旭川地方卸売市場 株 と協
はほぼ等しい水準となっている これは 同市場の網走管 議 新会社設立で合意 北海道 旭一旭川地
内での拠点卸売市場としての機能が次第に低下してきてい 方卸売市場 株 に対し北見市公設地方卸売
ることを示している 市場での卸売業務を許可
図
図
経営破綻と新会社設立
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菊地
北見市への量販店の進出月 日 旭一旭川地方卸売市場 株 が暫定引継ぎ開
始
月 日 美幌地方卸売市場の破綻 負債額 億 千万
円
月 日 新会社 株式会社マルキタ 仮称 設立
北見魚菜卸売市場経営破綻に伴い 取引先の地元水産会
社や美幌地方卸売市場も連鎖経営破綻に至った 美幌地方
卸売市場は 美幌魚菜市場として 年に創業 美幌 津
別 女満別等の買受人に水産物や青果物を販売していた
が 仕入れの約 は北見魚菜卸売市場に依存していた
北見魚菜卸売市場経営破綻後 北見市の対応は迅速で
あった 破綻から 週間後には 北見市長が旭一旭川地方
卸売市場 株 と協議を行い新会社設立で合意し 北海道の
卸売業務許可を取得 半月後の 年 月 日には 新会
社 株 マルキタ 仮称 を設立し運営を開始した 新会 分 店舗面積共に網走管内で最大規模を誇る
社の経営権は親会社の旭一が持ち 従業員もほぼそのまま 一方 大型店でも中心市街地の小売店は 売上げが伸び
引き継がれることとなった ず 年に地元資本による老舗百貨店が閉店し 年
旭一は 年創業の卸売会社で 資本金 億円 に食料品店 年には唯一の百貨店も閉店に追い込まれ
年度の売上高は 億円 道内の地方卸売市場では第 位 た 量販店の本社を見ても分かるように 地元資本による
の企業である 子会社を含めたグル プでの取扱高は ものが見あたらない 年から 年に開店した 量販
億円 総従業員数 名の旭川に拠点を置く道内の有力 店は いずれも地元の小売店が北見市外資本により吸収合
企業である 併ないしは買収されたものである
北見市では効率的な卸売業務と維持管理体制を構築する 以上のように北見市では 地元中小ス パ や小売店の
ために民営化と施設の譲渡を検討した この背景には 北 減少と全道ないしは全国規模の量販店の進出により小売業
見市の財政問題もある の再編が進行している また 北見市の小売業再編は 経
同市場には 年の開設以来 年までに卸売施設 営不振に陥った地元小売店を広域展開する量販店が傘下に
や水産冷蔵施設等 棟に約 億 万円 事業費の内 収めることで 本社所在地も他地域へ移動するという点に
億 万円が国等からの補助金 を投じてきた 当初 北 特徴が見られる
見市はこれらの市場施設の譲渡を有償で考えてきたが 有 量販店の進出は 卸売市場の分荷 販売にも大きな影響
償の場合は補助金の返還が生じるため 無償での譲渡 と を与える なぜなら これら量販店は 本部での一括仕入
なった を行い また独自の物流センタ を持つものが多く この
物流センタ からの仕入れの増加が 地元地方卸売市場の
取扱高の減少を招くからである
札幌市を中心に全道全域に店舗展開している ス パ
商業統計によると 平成元 年の北見市内の小売店 は 年に美幌店をオ プンしたのを皮切りに 翌 年
舗数は 店であったが バブル崩壊とその後の景気後 遠軽店 年に網走店をオ プンし網走管内では 店舗
退もあり 年には 店へと も減少した 最も減 を運営している 年に札幌市に生鮮配送センタ を開
少したのが食料品店で この間に 店から 店へと 設し 主要な生鮮食品を道内の各店舗に配送している
の減少を示した しかし 小売店の減少の要因は 景 また 生協は 年に地元の 生協を統合し 北見
気後退ばかりではない 市内西部地区を中心に大手量販店 店舗 網走 店舗 美幌 店舗 遠軽 店舗
の進出が続いたことが大きな影響を与えた の各店舗が 生協に移行した 生協も札幌市と旭川市に
年 大型店の出店を規制してきた大規模小売店舗法 独自の物流センタ をもち この移行を期に配送元も変更
大店法 が廃止され 替わって出店の規制を緩和した大規 された 人口の停滞もあるが 網走青果卸売市場 遠軽地
模小売店舗立地法 大店立地法 が施行 された 規制緩和 方卸売市場の取扱高の減少は これら大規模店舗が地元市
により地方都市には 郊外型の大規模店の出店が相次い 場から独自の物流センタ へ仕入れ先を変更したことが要
だ 道内各都市でも例外なくこの傾向が続いたが 特に北 因として挙げられる
見市は道内でも有数の量販店の進出集中地域となった 北見市公設地方卸売市場において 生協との取引高は
表 は 食料品を販売する量販店 店舗面積 以 第 位で移行前とそれほど変わらないが ス パ との
上 の進出状況を示したものである 北見市への量販店の 取引高は下位となり 物流センタ 利用の影響は出てい
進出は 年代後半以降から始まるが 規制緩和が進行 る
する 年後半以降顕著となる 特に 年にオ プンし 北見市公設地方卸売市場の経営破綻の第一の要因は 先
た複合店舗は 敷地面積 万 千 駐車場 台 述のとおり得意先であった水産加工会社 社の倒産であ
表
量販店の進出とその影響
量販店の進出と網走管内卸売市場の動向
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資料 北海道卸売市場の概要 北海道より作成
地方卸売市場卸売会社の経営破綻と再建の課題
網走青果地方卸売市場と遠軽地方卸売市場の品目別取扱額の推移
るが 図 に示されるように野菜や果実の取扱高の減少に 高の減少は 単に周辺町村の人口が減少したというのでは
も見出せる すなわち これら量販店の進出が顕著となる なく北見同様に量販店の進出による地元卸売市場利用の縮
年代後半以降と取扱高が減少に向かう時期が重なって 小に求められる
いる 企業としての経営体力が弱体傾向に向かっていたな
か 得意先の倒産が決定的となったといえる 弱体化の要
因こそ量販店の進出 地域外本部からの仕入体制にある
年の北見魚菜卸売市場経営破綻で 取扱高も大きく
落ち込むことになる 特に水産物の取扱下落は大きい 果
北見市公設地方卸売市場は網走管内の拠点市場であるだ 実も 年に比べ 割も減少するが 野菜は以前の水準
けに経営破綻の影響は大きかった まず 北見魚菜卸売市 に戻りつつある
場の置戸分場 年設立 置戸地方卸売市場 と留辺蘂 取扱高は減少したとはいえ 北見市公設地方卸売市場は
分場 年設立 留辺蘂地方卸売市場 が親会社の経営 道内有数の地方卸売市場であり オホ ツク圏の拠点市場
破綻に伴い業務を停止した さらに 前項でも触れたよう である 北見市内への供給を中心にその流通圏を見るとオ
に 北見魚菜卸売市場に仕入れを依存していた美幌地方卸 ホ ツク海側は 雄武から斜里 内陸部は置戸から津別
売市場も連鎖的に倒産した 拠点市場 卸売会社 の経営 弟子屈町にかけて網走管内一円に及ぶ 図 参照
破綻が つの地方卸売市場の業務停止 経営破綻 を生ん 北見市公設地方卸売市場の性格としては 北見市公設地
だことになる 方卸売市場では本来の卸売業務に加え 各ス パ 毎の仕
北見管内には かつて北見市公設地方卸売市場を中心に 分け業務のウエイトが大きい 新会社となり物流部門が強
つの消費地 地方卸売市場が存在したが これら地方卸 化 名 された 物流といっても配送は運送会社に委託
売市場の業務停止 いずれも 年 により 北見市公設 しているので 仕分け業務 地域毎 ス パ 小売店毎
地方卸売市場 網走地方卸売市場 遠軽地方卸売市場の が主体となっている ス パ への販売は週単位での価
地方卸売市場となった 格 数量を決める相対取引が中心となっており ス
図 は 網走青果地方卸売市場と遠軽地方卸売市場の各 パ 小売店毎の仕分け業務が重要となってきている 北
品目別取引額の推移を示したものである 網走青果地方卸 見市公設地方卸売市場では 仲卸業者が数名と少なく 卸
売市場はその名称のとおり青果が専門であり 遠軽地方卸 売会社が仲卸業務を兼ねているためでもある
売市場は青果と水産物を取扱う総合市場である いずれの また 北見市公設地方卸売市場は消費地市場であるが
品目も 年代後半以降減少傾向にあることが分かる 特 地場産野菜の比率が高く 年 産地市場としての
に 遠軽地方卸売市場の水産物の低下が著しい 両市場共 性格も持っている 移出先は 松戸市公設卸売市場の 仲
に野菜の低下に対し 果実の減少がより大きい傾向を示し 卸業者および東京都中央卸売市場 淀橋市場の 仲卸業
ている 者の 社である 年度の販売金額は 約 億円であ
網走管内の人口 住民基本台帳 は 年の 人か り 転送品目は たまねぎ ばれいしょを中心とした地場
ら 年には 人と この間に約 割 人 産の野菜である 今後は さらに本州への販路を拡大して
減少している 人口が増加したのは合併を行った北見市だ いく方針をとっている たまねぎは全国有数の産地でもあ
けであり 他の市町村はいずれも人口は減少した るが 地元北見市および近隣市町村においても野菜の生産
現在 食料品を販売する量販店は 北見市の 店舗を筆 はさかんである ただし 寒冷地であるため出荷 栽培
頭に 網走市には 店舗 遠軽町には 店舗がそれぞれ立 期間は 月から 月に限られる
地する 網走青果地方卸売市場と遠軽地方卸売市場の取扱
図
北見市公設地方卸売市場の性格
網走管内卸売市場の動向
北見市公設地方卸売市場の性格と再建の課題
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資料 年版 北見市公設地方卸売市場年報 北見市
菊地
北見市公設地方卸売市場の流通圏
になる 生鮮食品の物価の安定面からも市場集荷力を高
年 月から北見市公設地方卸売市場は 民営化され め 転送比率を低下させていくことが課題として挙げられ
卸売業務が行われている 民営化に伴い北見市は 開設者 る
となる 株 マルキタと卸売業務に係わる協定書 を交わ 第 に 卸売市場民営化に伴うリスクの問題である 今
した 新体制下での発展が期待されるが ここで再建の課 年 月より 北見市公設地方卸売市場は民営化に移
題について指摘しておきたい 行している 卸売市場施設等は北見市より無償譲渡され
第 に 卸売市場における取扱高の向上である 図 で 同市場に配置されていた市職員 課長職 人と嘱託職員
示したように経営破綻を契機に取扱高は大きく減少し そ 人 も不要となる しかし 一方で今後は施設の維持管理
の後も影響を引きずっている状況にある 野菜は回復しつ 費の他 固定資産税や土地の賃貸料等が発生する
つあるが 水産物は大きく落ち込み また果実も以前の水 これまでは施設使用料を支払うだけで 北見市の特別会
準には達していない 水産物の販売は 経営破綻の要因に 計で様 な経費の支出が賄われてきた いわば北見市の手
もなった品目であるが 以前の水準に戻すことは困難とし 厚い保護の元に 市場運営がなされてきたわけである し
ても 割 億円 ぐらいには回復することが求められ かし 今後は施設の維持管理費の他 これらの経費 固定
る 北見市公設地方卸売市場は網走管内の拠点となる市場 資産税や土地の賃貸料等 が発生する 民営化は市の管理
だけに 取扱高の減少は周辺の地方卸売市場や小売店にも から解放され 自由に経営ができる反面 経費の負担も増
大きな影響を与える 取扱高を回復することが緊急の課題 える 卸売会社としては経営成績如何では 撤退や縮小が
として挙げられる 容易に行えるようになる 北見市は 万が一経営不振にな
第 に 転送依存率の増加である 卸売市場の転送依存 り 撤退や解散となった場合のリスクも十分に考慮しなけ
率 全国 は 野菜 果実共に 前後で推移しているが ればならない それだけに卸売会社には高い経営能力が求
北見市公設地方卸売市場では 年の卸売会社経営破綻 められる
を契機に転送依存率も増加傾向にある 年で野菜 第 に 同時に卸売会社には 経営の健全性と情報の開
果実 となっている 図 は 転送依存率の高い 示等のコ ポレ ト ガバナンス 企業統治 の強化が求め
キャベツときゅうりの北見市 旭川市 札幌市のそれぞれ られる なぜ経営破綻に至ったのか それは一重に コ
の卸売市場別価格を比較したものである キャベツ きゅ ポレ ト ガバナンスが欠如していたためである
うり共に地場での供給が途絶 端境期 える 月から 月 先に指摘した北見市と卸売会社との協定書において 開
頃にかけて 北見市の卸売価格が他の 都市卸売市場価格 設者の責務や組織の点で触れられてはいるが これまでの
を上回っている 反省にたち 卸売会社としての信用の回復と経営の透明性
北見市公設地方卸売市場への転送は野菜 果実共に旭川 や情報の開示等の積極的な対応が求められる
市が最も多く これは親会社の旭一から 株 マルキタに送
られてきているためである グル プ企業内での取引
で 経営的には問題がないとはいえ 転送代 輸送費 人 量販店の地方都市への進出 量販店の物流センタ 利用
件費等 が加算される分 卸売市場価格を押し上げること による地元卸売市場利用率の低下 これが地方卸売市場の
図
北見市公設地方卸売市場再建の課題
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資料 北海道農林水産統計年報 北海道農林水産統計協会協議会より作成
注 各都市の月別価格は 年の ヵ年の平均価格である
地方卸売市場卸売会社の経営破綻と再建の課題
キャベツときゅうりの卸売市場別価格の推移
北見市公設地方卸売市場は 本文でも触れるが 年 月
より民営化され 名称も 株 マルキタ北見市地方卸売市場
に変更されている 本来であれば新名称にすべきかもしれ
ないが 分析対象年 年 および市場調査した時期が
北見市公設地方卸売市場時代であるので 旧名称とした
また 年 月に市町村合併で常呂町 端野町 留辺蕊
町が北見市に加わり 人口も 万 人と 万 千人ほ
ど増加した 地域および人口は分析対象年同様 合併前の
旧北見市のデ タを対象としていることを断っておきた
い
年卸売市場制度改正の内容や 卸売業者の経営問題に
ついては菊地 を参照
留辺蘂地方卸売市場は もともと 株 北市北見総合食品卸
売市場の分場であった 北見市公設地方卸売市場年報
北見魚菜卸売市場 株 会社概要を参照
以前の従業員数はパ トを含め 名であった 新会社と
なり 希望退職者を募り また定年間近の従業員には定年
を早めてもらうという対応をとった その結果 現在は
名で若手および中堅職員はそのまま継続採用となってい
る 旭一から入社したのは現取締社長のみである
北見市 年度の一般会計と特別会計の赤字割合は
であり 借入金は 億を超えている
年 月 日 北見市議会は 北見市公設地方卸売市
場の民営化と卸売施設の無償譲渡を可決した
年には大規模店 万 を超える の出店を規制でき
る改正 都市計画法 が施行された 中心商店街空洞化 い
わゆるシャッタ 通り 対策として 福島県 年 商業ま
ちづくり条例 をはじめ自治体単位での大型店出店規制条
例が出されている
北見市における小売段階の再編については 杉村 参照
量販店の仕入行動につては坂爪 に詳しい
例えば網走青果卸売市場では 以前は 生協と年間 億円
経営を困難なものとしている また 地方拠点都市および 況等について貴重なお話を伺った
その周辺市町村での人口減少も地方卸売市場の取扱高に影 皆様方に この場を借りて心より感謝申しあげたい
響を与えている
卸売市場に求められる機能は 多種多様な品目の豊富な
品揃機能 大量単品目から少量多品目の集分荷機能 さら
に需給を反映した価格形成機能等である
これらの機能に加え地方卸売市場は 地場産の青果物や
水産物の出荷先として また地域の中小ス パ や小売店
への供給先として欠かせない存在である 地方都市の拠点
となる地方卸売市場においては これらの機能を担ううえ
で重要である
ここでは 北見市公設地方卸売市場を対象に地方卸売市
場の実情を見てきた 卸売会社の経営破綻という事態から
一時は市場存続も危ぶまれたが 新会社設立で卸売業務は
引き継がれ 年 月からは 民営化でスタ トしてい
る 北見市公設地方卸売市場の再建は 卸売業務を堅持で
きたというだけではなく 雇用情勢が厳しい中 従業員も
ほぼ以前のまま引き続き雇用された点において意義があ
る しかし 取引高が以前の水準に十分に回復しておらず
また転送依存率が高い等の課題も抱えている
これらの課題に対処し 地域の生鮮食品の安定供給に寄
与していくことが重要である 北見市公設地方卸売市場に
おける卸売市場再建の事例は 今後の地方卸売市場の展開
にも示唆を与えると考えられる
今回の論文をまとめるにあたり株式会社マルキタ
立田哲朗代表取締役社長をはじめ 吉野修司常務取締役
宇野直行専務取締役以下卸売会社の方 には 年度末のお
忙しい時期に聞き取り調査にご協力していただいた ま
た 網走青果株式会社の鈴木寛祐社長にも最近の取扱い状
図
註
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以上の取引があったが 生協に移行し 物流センタ を利 旭川発はその 時間前となる
用するようになり 分の 以下 万円 に減少した
という 聞き取り調査
年に紋別地方卸売市場が倒産している 網走管内には 澤田進一 地方市場における野菜集荷構造の変容と
この他 オホ ツク海に面した網走 斜里 常呂 紋別 湧 地域流通 地場流通の後退 青果物流通 市場の展開 日
別 沙流 雄武の各漁協が開設者である つの地方卸売市 本経済評論社
場 産地市場 が存在する 藤田武弘 地方卸売市場間における分荷構造の変化
その協定内容は 開設者の責務 法令を遵守して適正に と特徴 地場流通と卸売市場 農林統計協会
運営すること 市場関係者 買受人 生産者 の利益確保 堀田 学 地方卸売市場における仲卸業者の存在意
を図り 市民生活の安定に資する 卸売業者責務 差別 義とその役割の分析 青果物仲卸業者の機能と制度の経済
的な取扱いの禁止 買受人以外への卸売を禁止 北見市 分析 農林統計協会
の役割 市場運営が適正かつ円滑に行われる様に 市に市 坂爪浩史 地方都市卸売市場の産地化 旭川市場を
場担当窓口を設ける 組織 市場関係者や学識経験者の 事例として 農経論叢 第 集
他 地元経済界や消費者団体の役員からなる市場取引委員 杉村泰彦 地方流通圏における小規模卸売市場の機
会を設置する 施設の維持管理および衛生管理 地産 能 北海道オホ ツク流通圏を事例に 北海道農業経済
地消の 点である 研究 第 巻第 号
旭一からの転送青果物の価格は 輸送費を含めた着払いが 坂爪浩史 現代の青果物流通 筑波書房
基本となっている なお ここでは触れていないが 水産物 菊地哲夫 野菜の価格形成分析 筑波書房
も旭一から年間を通して転送されている ス パ からの 菊地哲夫 卸売市場制度改正と卸売業者の経営問題
注文 確定した数量 は 前日の午後 時に市場に入ってく 農村研究 第 号 東京農業大学農業経済学会
る 青果物は 旭川から夜の 時から 時にかけて北見に 山本博信 新 生鮮食品の流通 大成出版社
送られてくる 水産物は 朝の 時頃の到着となる 旭川か 山本博信 新 生鮮食品流通政策 農林統計協会
ら北見まではトラックで約 時間 かかるので
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bankruptcy, reconstruction, reorganization of distribution system, local wholesale market,
perishable foodstu
: The purpose of the present study is to examine the bankruptcy of a wholesaler at a local
wholesale market and the problem of reconstruction. The wholesaler of Kitami City public local
wholesale market was investigated as a case study. The existence of the local wholesale market is
essential as a shipping destination for local fresh produce and ﬁshery products, and as a supply des-
tination for small and medium-size local supermarkets and retail stores. Kitami City public wholesale
market, which is a local wholesale market serving as a base for the Abashiri region, had its wholesaler
pushed into business bankruptcy in . Due to the bankruptcy of the wholesaler, the survival of the
market was threatened. However, a new company was founded thereafter, and the wholesale opera-
tion was taken over by the new company. The reconstruction of Kitami City public local wholesale
market is signiﬁcant, not only in terms of the maintenance of the wholesale operation but also the
continued employment of almost all workers who had been previously employed there, despite the
di cult employment situation. However, the number of transactions has not fully recovered to past
levels, and there are also problems such as a high dependence on product transfer among markets. It
is important to address these problems and thereby support a stable supply of perishable foodstu s.
:
A Case Study of a Wholesaler of Kitami City Public Local Wholesale Market
By
Tetsuo K *
Bankruptcy of a Wholesaler at a Local Wholesale
Market and the Problem of Reconstruction :
Summary
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